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HPCI共用ストレージ：更新後	
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更新後のサービスレベルと施策	

データ保護・安全性� 年間ファイル消失ゼロ	

l データ消失事案の反省	
l 運用ガイドライン、障害対応指針の策定	
l 2015年4月末〜、全データファイルの digest 照合	
l 更新ファイルのdigest 定期照合	
l digest不整合ファイルの検出、~2週間以内にユーザ通知体制	
l データ完全性チェックの自動化活用	
l データ破損・消失すると再計算資源の提供が大きな課題	
l 特にHPCIの場合は、他の資源提供機関の計算機が必要になる場合もある	
	

l データ多重化・分散化	
l データ完全二重化導入	
l 現在は容量不足により、データ多重化はユーザ設定	
l AICS・東大でそれぞれ複製を一つ以上保持	
l Gfarmによるデータ完全性チェックの自動化（実現済み）	
l データ破損が発生しても迅速なユーザ通知を実現	
l 導入機材の単一障害点排除	



更新後のサービスレベルと施策	
サービスの継続性・安定性� 年間350日以上サービス提供	
l データ消失事案の発生した2015年度は特に低稼働率	
l 設備点検などの全館停電による長期サービス停止	
l 東大・AICS片肺運転可能なシステム導入	

l 片肺運転中も全ファイルシステムにアクセス可能	
l 設備点検など、１機関全停止しても継続運転可能なシステム	

l 可用性向上	
l メタデータフェイルオーバ（東大、AICS間フェイルオーバ）	
l データサーバフェイルオーバ	
l ストレージコントローラファイルオーバ（導入済み）	

l データサーバ用ストレージはマルチパス構成	
l 保守サービス時間の夜間・休日対応（東大が来年度試験導入）	
l ネットワーク冗長化	

l 構成機関設置機材の基幹スイッチ・トポロジーの多重化	

データサーバの稼働率	



東大、AICSサイト間のデータ冗長化運用によるサービス継続性改善予測	

•  2012年9月から2016年8月までの全サービス停止事案
を調査	

•  システム全停止だけでなく、部分停止障害も含
む	

•  全メンテナンスも調査	

•  停止時間(何時から何時まで)、原因、停止台数、
停止ノード時間積、検証のための記録、、、	



稼働率（年度、月）	



障害発生件数（年度、月）	



障害停止ノード時間（年度、月）	



定期メンテナンスによる停止ノード時間（年度、月）	



東大、AICSサイト間のデータ冗長化運用 
によるサービス継続性改善予測	

•  データがAICS、東大で多重化されているなら、どちらか一方のサイト
だけでも完全な運用が可能（全てのデータファイルをユーザに提供で
きる）	

•  AICS、東大で同時に障害が発生しない限り運用は継続可能	

•  計画停電も時期がずれていれば運用可能	

•  定期メンテナンスも時期をずらして個別に実施可能	

•  過去の全障害、メンテナンスについてサービスの継続が可能だったか
検証した	

•  サイト間データ多重化でも防げない障害	

•  データ消失障害による長期メンテナンス	

•  東大のネームサーバ障害	

•  etc	



稼働率の改善予測（年度、月）	



運用可能となるサービス停止ノード時間（年度、月）	



東大、AICSサイト間のデータ冗長化運用 
によるサービス継続性改善予測	

•  サービス停止ノード時間の81%がサービス継続可能に	

•  サービス停止回数の87%がサービス継続可能に	

•  MTBFは404時間から2154時間に改善	

•  実運用においても可能な限り提供サービスを改善したい	

	
•  データ移行に関してもなるべくサービス継続できるように検討している真っ最
中	

•  クラウドストレージを活用した長期保存サービスなどの新たなサービスの導入	

•  大容量、高帯域、高安全性、高可用なサービスを目指します！	

	


